
  

 

『リグ・ヴェーダ』からの詩節 

 

उदु तं्य जातव॑ेदसं देवं व ॑हन्ति केतव॑ः । 

दृ ॒शे ववश्वा॑य॒ सूयय ॑म्॥ 
 

ud u tyaṁ jātavedasaṁ devaṁ vahanti ketavaḥ | 

dṛśe viśvāya sūryam || 
 

その輝く光線が今、 

生きとし生けるものを知る神の存在を告げる。 

皆が大いなる太陽を見ることができると。 

 

त॒रवि॑ववय ॒श्वद॑शयतो ज्योवत॒षृ्कद॑वस सूयय। 

ववश्॒वमा भा॑वस रोच॒नम्॥ 
 

taraṇir viśvadarśato jyotiṣkṛd asi sūrya | 

viśvam ā bhāsi rocanam || 
 

敏速で美しい太陽よ、 

光の創造者よ、 

輝く空のすべてを照らすあなたよ。 

 

उद्॒वयं तम॑स॒स्परर ॒ ज्योवत॒ष्पश्॑यि उत्॑तरम्। 

द॒ेवं द॑ःेव ॒त्रा सूयय ॒मगन्म ज्योवत॑रुत्त ॒मम्॥ 
 

ud vayaṁ tamasas pari jyotiṣ paśyanta uttaram | 

devaṁ devatrā sūryam aganma jyotir uttamam || 
 

暗闇の向こうを見詰めて、 

私たちは至高なる光に至り、太陽、 

神々の中の神、大いなる光を達成する。 



  

 

＊＊＊ 

 

太陽の神であるスーリヤ神を崇拝するこの詩節の抜粋は、ヴェーダとして知られる古代インド

の四つの神聖な教典の中で最も古く、最も長い、『リグ・ヴェーダ』の賛歌からのものです。『リ

グ・ヴェーダ』には、リクとして知られる１万節以上の詩節が収められています。それらは、アグ

ニ (火)、ヴァーユ (空気)、プリティヴィー (地)、ヴァルナ (水)、そしてルドラ、インドラ、ヴィシュヌ

といった神々の姿を取る神聖なる者を賛美し、祈願して復唱するためのものです。 
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